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教育支援センターにおける教員採用試験合格への支援について 

教育支援センターでは、学生の教員採用試験合格に向けての支援を行っています。 

今年度も、春から夏の試験本番まで、多くの学生がセンターを訪れ相談を繰り返し、練習に励みました。具体的には、 

各志望自治体の教員採用試験のスタイルに合わせて、個人面接や集団面接、集団討論、模擬授業、ロールプレイ等の面 

接官を教員が務め、学生にアドバイスをしながら一緒に練習に取り組んでいます。 

 

自主ゼミ活動を軸に 

今年度の教員採用試験の最終結果が、９月初めの京都府の発表を皮切りに、志望地によってまちまちながら、随時学生

の手元に届いています。見事合格を手にした学生も多いですが、涙をのんだ学生も尐なくないのが実情です。合格が最終

目標でないとはいえ、その合否が、学生の将来を大きく左右することは間違いありません。 

 

 本学の学生の教員採用試験合格への道を支えているものは、同じ自治体の教員を志望する仲間でつくる「自主ゼミ活動」

です。 

 お互いに同じ道を目指す者として集い、励まし合い支え合いながら合格に向けて共に練習を重ねていくのです。メール

アドレスを交換し、空き時間を調整して「面接練習」「集団討論練習」「指導案づくり」「模擬授業練習」に取り組んでいき

ます。つまり、教員はその自主ゼミ活動の場へ、依頼を受けて行くことになります。 

 仲間の個人面接を見ることも勉強、模擬授業を仲間の前で披露することも勉強、また、児

童・生徒役で模擬授業を受け評価し合うことも自らの糧となるのです。 

 一人では続かないような暑い中の練習も、「仲間がいるから頑張れる」という言葉も数多く

耳にしました。努力を惜しまず、ライバルでありながらお互いを認め励まし合う微笑ましい

光景に、応援する気持ちもより強くなります。 

 

合否の報告 

 夏休み中も、そのような形で共に練習を重ねた教員の元へ、多くの学生が合否の報告に来てくれます。 

 合格の報告は、大いに喜び合い夢を語り合えます。不合格の報告は、悔し涙が流れます。努力を重ねた分、その喜びや

辛さは大きなものになるのだと実感します。 

 教員への道が自分に向いているのか悩むところから始まり、その道を切り開いていくことの難しさに立ち向かう学生た

ちの支援に、これからも微力ながら真摯に向き合い取り組んでいきたいと思います。その際に、教員採用試験合格のため

のみのハウツーにならないことは欠かせない視点であると認識しています。 

本学学生の、教員としての「資質の向上」と「強い志の育成」に尽力したい思いです。 

 

留学生と地域住民との交流プログラム 

 10月12日（水）に、「呼和浩特（フフホト）多民族・多宗教が共存するまち」とい 

うテーマで、任敏浩（ニンミンハオ）さん（教育学部1回生）に中国内モンゴル地域 

にある呼和浩特（フフホト）市について、紹介して頂きました。 

フフホト市は漢族、蒙古族、回族など多くの民族が共存していて、色々な様式の建

物も見られるそうです。また、最近では、多くの天然資源があり、経済的に豊かな地域となっているとの

ことでした。 

次回は、11月9日(水)にドイツについてお話し頂く予定です。是非、一度ご来場下さい。 
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留学生交流演習室の board deco 

教育支援センター１階にある留学生・地域交流演習室の壁面を、本学幼児教育学科のみなさんに作成してもらいました。

今回は、9月の壁紙と10月の壁紙の両方を紹介します。 

9月 
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秋の様子がとてもよく表されていて、部屋に季節感を与えてくれていま

す。幼児教育学科のみなさん、ありがとうございます。 

 入退出自由の部屋ですので、お気軽にお越しいただき、月毎の季節にあ

った飾りを、ぜひご覧ください。 

 

 

教育支援センター主催「教育について考える」シンポジウム/セミナー/ワークショップ等について 

 今後行われる教育支援センター主催「教育について考える」シンポジウム等です。多くの方の参加をお待ちしています。 

○「これからの算数科の授業の有り様を探る－伝えあい学び合う足場のある算数授業から－」（事前申込要） 

   平成23年11月5日（土）午前10時～午後4時  Ａ１Ａ２講義室 

○「同時通訳のプロフェッショナルに学ぶ～高校の英語教育に生かす同時通訳訓練法」（事前申込要） 

   平成23年11月17日（木）午前9時～午前11時  附属高等学校多目的ホール（メディアセンター1階) 

○「京都府北部 丹後地域におけるくらしと教育」 

   平成23年11月19日（土）午前9時～午前12時  峰山地域公民館 1階 大会議室 

○「第3回 美術科工芸特別セミナー」 

   平成23年11月30日（水）午後1時30分～午後5時  ２号館Ｄ棟２階 Ｄ４講義室 

○「映画と精神医学」 

   平成24年2月23日（木）午後3時～午後5時  教育支援センター２階 教授スキル実習室 

 

 教育支援センター スタッフ  

センター長（併） 水山 光春 075-644-8281  ｍｉｚｕｙａｍａ＠ 

教育実践連携部門 樋口とみ子 075-644-8337  ｔｏｍｉｋｏ＠ 

実地教育部門 小林  稔 075-644-8229  ｍｋｏｂａ９８＠ 

モラル・人権意識向上教育部門 関口 久志 075-644-8326  ｓｅｋｉｈｉｓａ＠ 

特任教員(京都市教育委員会) 桶谷  守 075-644-8214  ｏｋｅｔａｎｉ＠ 

特任教員(京都府教育委員会) 竹花 裕子 075-644-8216  ｙｕｋｏ６２７＠ 

事務補佐員 センター全般 杉本 恭子 075-644-8335  ｋｙｏｋｏ＠ 

事務補佐員 地域支援推進室 河内真由美 075-644-8336  ｓｉｅｎ＠   月･木10時-13時、金12時-16時 

事務補佐員 留学生・地域交流演習室 （16時15分-17時15分） 鄭紫薇（月･火･木） 李琳（水・金） 
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